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日野市歯とお口の健康づくり基本計画検討準備委員会 事業概要 

 

１．目的 

日野市では、平成２４年に制定された「日野市みんなですすめる歯とお口の健康づくり

条例」を受け、歯とお口の健康づくりに関する計画の策定を進めている。条例の理念であ

る「市民一人ひとりが生涯にわたって生き生きと暮らせる社会の実現」に向けた具体的な

計画の策定にあたり日野市歯とお口の健康づくり基本計画検討準備委員会を設置した。本

委員会により、歯科口腔におけるさまざまな政策課題、目指すべき目標等について意見を

収集し、今後市が取り組む歯科口腔に関する計画策定の基礎とすることを目的とする。 

 

２．実施内容 

・学識経験者、関係者機関、市民、行政職員等１０名の委員により校正される「日野市歯

とお口の健康づくり基本計画検討準備委員会」を設置 

・日野市みんなですすめる歯とお口の健康づくり条例をもとに２つの基本目標と４つのラ

イフステージ別目標による計画の柱（案）を設定。 

・個々のライフステージ別に、市が平成２６年度に実施した日野市歯科意識調査アンケー

トの分析結果や、日野市の歯科口腔関連事業の実績、各種統計資料をもとに、課題や目指

すべき目標等について検討を行った。 

 

 

 

 



3 

 

３.検討準備委員会委員 

種別 所属 氏名 

学識経験者 日本大学歯学部 尾﨑 哲則 

関係機関 日野市医師会 塩谷 武洋 

日野市歯科医会 髙品 和哉 

東京都南多摩保健所 五十里 一秋 

ケアマネージャー協議会 池本 澄江 

市民 市民代表 宮沢 和美 

市民代表 横川 恭子 

行政 日野市立病院 大泰司 正嗣 

教育部 重山 直毅 

健康福祉部 関 健史  

  （敬称略） 

 

４．検討経過 

項目 日時 主な内容 

日野市歯とお口の健康づ

くり基本計画調査検討委

員会 

平成２６年５月２９日（木） 

平成２６年６月２７日（木） 

平成２６年 9 月 25 日（木） 

平成２７年２月１０日（火） 

 日野市歯科意識調査の調査内

容の検討 

 小学校４年生向け歯科意識調

査の調査内容検討 

日野市歯科意識調査アン

ケートの実施 

平成２６年７月  日野市に住む30歳～７９歳以

下の男女 3000 人を対象に実

施 

小学校４年生向け歯科意

識調査アンケートの実施 

平成２６年９月  日野市内の小学校４年生の児

童の意識について保護者を対

象に実施 

第１回検討準備委員会 平成２７年３月３日（火）  日野市の歯科口腔における現

状について 

 計画の柱（案）について 

第２回検討準備委員会 平成 2７年３月３１日（火）  乳幼児期（０～５歳）について  

 学齢期（６～１８歳）について  

第３回検討準備委員会 平成 2７年４月２３日（木）   成人期（１９～６４歳）につい

て（妊娠期を含む） 

第４回検討準備委員会 平成 2７年５月２５日（月）  高齢期（６５歳以上）について

（障がい者を含む） 
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５．検討結果の概要 

 第１回委員会  日野市の歯科口腔における現状について／計画の柱（案）について 

（平成２７年３月３日（火）実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第２回委員会  乳幼児期（０～５歳）について／学齢期（６～１８歳）について 

（平成２７年３月３1 日（火）実施） 

 

 

 

 

 

 

 第３回委員会  成人期（１９～６４歳）について（妊娠期を含む） 

（平成２７年４月２３日（木）実施） 

 

 

 

 

 

 

 第４回委員会  高齢期（６５歳以上）について（障がい者を含む） 

（平成２７年５月２５日（月）実施） 

 

 

 

 

 

事務局より日野市の歯科口腔を取り巻く現状や計画の柱(案)の説明があり、今後の検

討準備委員会の議題に関し一定の方向性が確認された。本計画は、平成 28 年度より

改定を予定している日野市の健康増進計画である第 3 期日野人げんき！プランの中

に盛り込まれ、日野市の健康増進政策の大きな柱のひとつとして位置づけられていく

ことが確認された。 

全 4 回の議題についてはライフステージ別に乳幼児から高齢期までの大枠の項目を 

列挙しているが、障害者は高齢期に位置付ける事に決定した。 

ただし、他のライフステージの所でも必要に応じて議論することが確認された。 

   

 

 

  乳幼児期の支援体制について議論がなされ、むし歯のある子に対するフォロー体制

の重要性や、保護者に対する普及・啓発、食育を通じた歯科保健教育の充実について

意見が出された。 

 また、学齢期では、学校と学校歯科医との連携をより強化し、健康教育を推進する

ことの重要性について意見が出された。 

 

成人期について、お口の健康診査(歯周疾患検診)の検診間隔の見直しや健康教育の充

実を図り、なるべく早い年齢で、かかりつけ歯科医をもつことが重要との意見が出さ

れた。また、お口の健康診査にお口の健康手帳を活用することにより、継続的に歯科

医院に通いかかりつけ歯科医の定着につながるとの意見が出された。歯周病と全身疾

患の関連性を正しく理解している市民を増やすことが重要との意見が出された。 

 

 

高齢期について、摂食嚥下機能が低下された方の支援体制の構築や、要介護者の口

腔状態を把握することの必要性について意見が出された。 

また、在宅高齢者支援における他職種連携の重要性や、歯科医療連携事業（訪問歯

科診療）を他機関と連携し整備する必要性について意見が出された。 

 

 


